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地 質 断 面 図 及 び 地 質 柱 状 図 凡 例 



3-3-図-5 

 

 

 

 

第 3.2.4 図 地 質 断 面 図（A－A′断面） 
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第 3.2.5 図 地 質 断 面 図（B－B′断面） 
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第 3.2.7 図 地質断面図（固体廃棄物減容処理施設）

N値 Ｎ値 Ｎ値 Ｎ値 Ｎ値 Ｎ値 Ｎ値 Ｎ値 Ｎ値
0 10 20 30 40 50 60 0 10 20 30 40 50 60 0 10 20 30 40 50 60 0 10 20 30 40 50 60 0 10 20 30 40 50 60 0 10 20 30 40 50 60 0 10 20 30 40 50 60 0 10 20 30 40 50 60 0 10 20 30 40 50 60

Muc1
Mus2
Muc2

Tc

Is1

Ic

Is2

Kc

Lm

Mus1

Mus3

Mmg

シルト混じり砂

粘土・シルト

レキ混じり砂・砂レキ

層　　　相

火山灰質粘性土

砂

シルト質砂

凡　例

Ｋｓ

Ｍｍｇ

Ｉｓ１

Ｉｃ

Ｉｓ２

ｍｕｃ１

Ｌｍ

ｍｕｓ１

Ｋｃ

更新世

Ｍｕｓ２

ローム層

地　層　名

石崎層

見和層

中部

上部

解新世
（多賀層相当層）

解新世
（久米層相当層）

層　　　序　　　表

シルト質砂

地　質　区　分

第四紀
ｍｕｃ２

Ｍｕｓ３

記号

固結シルト

シルト混じり砂

粘土・シルト

Dep=200.20m Dep=30.17mDep=185.00mDep=30.45m

TP+40ｍ

Dep=30.35m Dep=30.35m

+20ｍ

見和層
（上部／上位）

見和層
（上部／下位）

石崎層

-80ｍ

0.0ｍ

Dep=50.35m

-60ｍ

-180ｍ

-160ｍ

-140ｍ

-120ｍ

-100ｍ

-40ｍ

-20ｍ

Ks

(№　　)　TP+40.00m (№　　)　TP+40.45m
Dep=30.45m

-60ｍ

-40ｍ

MMF(№1)　TP+40.16m

-20ｍ

(№　　)　TP+39.65m第2SFF(№1)　TP+38.56m (№　　)　TP+40.00m (№　　)　TP+39.86m

-160ｍ

-180ｍ

(№　　)　TP+39.98m
Dep=20.040m

WDF(№3)　TP+39.82m

-140ｍ

-80ｍ

-100ｍ

-120ｍ

+20ｍ

0.0ｍ

新第三紀

ローム層

見和層（中部）

TP+40m

久米層相当層

Ｔｃ 泥岩

多賀層相当層

固結砂

砂質泥岩

固体廃棄物減容処理施設

１ 2 3 4 5 6



 

3-3-図-9 
 

 

 

 

 

 

 

 

第3.2.8図 地 質 柱 状 図 （ボーリング No.4） 
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第 3.2.9 図 地 質 柱 状 図 （ボーリング No.5） 
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第3.2.10図 地 質 柱 状 図 （ボーリング No.8） 
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第3.2.11図 地 質 柱 状 図 （ボーリング No.10） 
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第3.2.12図 地 質 柱 状 図 （ボーリング No.11） 
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第3.2.13図 地 質 柱 状 図 （ボーリング No.12） 
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第3.2.14図 地 質 柱 状 図 （ボーリング No.13） 
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固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.１ 標高 39.65m 

第 3.2.15 図 地質柱状図（固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.１） 
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固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.２ 標高 40.00m 

第 3.2.16 図 地質柱状図（固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.２） 
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固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.３ 標高 39.86m 

第 3.2.17 図 地質柱状図（固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.３） 
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固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.４ 標高 40.00m 

第 3.2.18 図 地質柱状図（固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.４） 
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固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.５ 標高 40.45m 

第 3.2.19 図 地質柱状図（固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.５） 
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固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.６ 標高 39.98m 

第 3.2.20 図(1) 地質柱状図（固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.６） 
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固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.６ 標高 39.98m 

第 3.2.20 図(2) 地質柱状図（固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.６） 
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固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.６ 標高 39.98m 

第 3.2.20 図(3) 地質柱状図（固体廃棄物減容処理施設ボーリング No.６） 
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第3.2.21図 大洗研究所周辺（～100㎞圏内）の断層位置 
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第 3.2.22 図 地下水面測定位置 

大洗研究所 
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第 5.1 図  敷 地 周 辺 の 過 去 の 地 震  
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第 5.2 図  金 井 の 速 度 期 待 値 図  

（ 単 位 :kine） 
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第 5.3 図 平成 23 年(2011 年)東北地方太平洋沖地震以降の

敷地周辺における地震の震央分布（2011 年 3 月～

2013 年 3 月、M=5.0 以上） 

 

 

139ﾟ

139ﾟ

140ﾟ

140ﾟ

141ﾟ

141ﾟ

142ﾟ

142ﾟ 143ﾟ

35ﾟ 35ﾟ

36ﾟ 36ﾟ

37ﾟ 37ﾟ

38ﾟ 38ﾟ

敷地

100 km

200 km

0 50 100 km

7.5≦Ｍ

7.0≦Ｍ＜7.5

6.5≦Ｍ＜7.0

6.0≦Ｍ＜6.5

5.5≦Ｍ＜6.0

5.0≦Ｍ＜5.5




